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 A8choffの細網内皮系統又は清野の組織球性細胞系統は,細網細胞・細網内皮及び組織球
 とことなる形態の三種細胞によって構成されている特殊細胞系ではあるが,彼等によると如上三
 種の細胞は存在環境の差によりその形態像を異にするもので,本態的には同一細胞であると見倣
 されて来た。然るに赤瞭は多方面の研究成績から本系統は細網細胞(内至組織球)と細網内皮な
 る既に発生学的にも異なり,単に機能上のみ一致する謂わば機能的単位にすぎないとし,更に従
 来の細網内皮とされているリンパ節洞内皮は固有内皮と細網内皮の中閥にでもむぐべきものとし
 た。
 著者はこれらの点に考慮を払い,ウンパ節網内系細胞を電顕的に調べる目的で本案験を逐行し
 た。
 輿駿材料並びに方法
 実験に供した動物は生后4週間目のda系均一系雄性マウスで,それらの大腿部サンバ節を検
 索した。リンパ節の検索には正常無刺激状態のものの他,足蹠からマ%ペリカンインク水溶液を
 注射し霊マウスのそ漁を用い,特に後者は経時的に採取した。それらリンパ節は麻酔を用いる事
 なぐ採取し,直ちにσaユf1∂ユd法による1%オスミウム酸溶液で固定した。固定は4℃で2内
 至4時間行い。荘三としてアセトンを用いて脱水し.包埋剤としてはエボソを使用した。
 超薄切片は.日本電子製及びポーターM五型超ミクロトームを用いて作製,切片に対しては原
 則としてウラン,鉛の二重染色を施し、日立製作所製HVlG型電子顕微鏡に妊る検索に供した。
 検索成績並びに考按
 無刺激リンパ節で電子顕微鏡下にみられる細胞腫は一般に限定され,細網細胞,リンパ球,形
 質細胞,洞内皮が大部分であり,顆粒球.肥満細胞等は殆どみられない。即ち髄質及び洞内にみ
 られる細胞の大部分はリンパ球であり,その悶に形質細胞や細網細胞が散在畦に群集し,,又リン
 パ洞に面しては洞内皮が認められる。少くとも無刺激リンパ節に於ては,これら4稚細胞の同定
 は一般に容易で,各細胞間の移行型を、慰わす細胞腫に遭遇する事も稀にすぎない。
 この中で。著者が特に醗究対象とした細網細胞は,他蜷細胞に較べて多彩な形態学的変化を示
 丁。即ち原則としては各小器官,就中滑面小胞体とゴルジ装置の良好な発達がみられるが・その
 他に特殊形態を有する様々の顆粒の出現.線維成分との密接左関連,RNP粒子の多数出現,寅
 食物の存在等の点で様々な壁型を示す。これらは勿論相互に移行しあうもので.厳密な一線を画
 して分類しうるものではない。更に特殊な刺激により.今回の実験では.見られなかった形態学的
 特徴を有する細網細胞の出現も考えられる。しかし今后の検索への基準とする意味をふくめて.
 一て〔]一
 著者ほ細網細胞を次の6型に大別した。
 1)細胞内小器官がよく発達している塾2)種々形態の顆粒の多数出現をみる型,5)線維
 と密接な関係にある型,4)ミトコンドリアと遊離RNP顆粒の発達した型,5)小器官発達の
 貧弱な型,6)貧食顆粒を多くもつ型。
 リンパ球は,形態が一般に円形内至楕円形で不規則なものが少ない事・核質の密度が散在する
 細網細胞にくらべて高い事・ミトコンドリアを除いては胞体内小器官の発達貧弱である事等から,
 その同定が容易であり・多彩な特殊顆粒,貰食顆粒等の出現なく,線維成分のてん絡する像もみ
 られない。又細網細胞との段階的な移行もみられない。
 形質細胞は・胞体内にかける粗面小胞体の著明な発達,及びゴルジ体の良好な発育等から・同
 定容易であり・他種細胞との明瞭な移行像には接し得ない。
 洞内皮に関してほ,網内系の概念が生れる前からそ'の帰属に関して論争のあったものであるが,
 少くとも無刺激状態、のリンパ節洞内皮は明確に細網細胞と区別出来る。即ち,数条の基底膜を有
 する紡錐形の細胞が、周辺洞,髄洞共に髄質を被って連続性に存在する。これら洞内皮における
 胞体内小器官の発達は,一般に辺縁洞壁よりも髄測量にみられるものの方が著明である。
 次にぺ]1カンィンク注射后のリンパ節を検すると,一時間后既に墨汁粒子の貧食像がみられる。
 かかる貧食像は,細網細胞と洞内皮にかぎってみられ,形質細胞やリンパ球内に貧食顆粒を認め
 る事はない。細網細胞内に存在する粛食顆粒には2つの型を区別出来る。その一は.Pi且oc一
 y七〇εi8の機構による滑面小胞体性の貪食顆粒で墨汁粒子は壁在性に存在する。他の型は,
 Oy七〇8・egre86me,或はOy七〇lyso!neに由来するもので複雑な形態の種滝顆粒中に墨汁
 粒子がみられる。この型の貪食顆粒中の墨汁粒子は壁在性でなく,又空胞性顆粒の出現と同時に
 現れてくるもので,Pinocyto6is以外の魚食機転が細網細胞に存在するものと考えられる。
 これらの貪食顆粒は時間の経過と共に癒合濃縮し,複雑な形態を呈するように看る。これに反し,
 洞内皮の餓顆粒はすべて滑面小胞体性のもののみであり,かつ時間の経過に伴っての癒合濃縮
 の傾向を示さない。即ち以上の貪食形態の相違からみても,細網細胞と洞内皮の閥には明確な差
 が存在している。
 固有内皮由来の細網内皮の代表とされている肝星,細胞の貪食顆粒が,癒合濃縮の傾向を示す事
 は既に知られている。かかる貧食頒粒の形態によつて示される貪食機構の特殊な発達が、網内系
 の概念を規定する一つの鍵になるものと考えられる。
結 語
 dd.系マウスのリンパ節内細胞,特に細網細胞に焦点をおいて電子顕微鏡的に検索した。細網
 細胞は他種細胞と異なウ,様々の形態を示す。細網綱胞との異同が古くから問題とされている洞
 内皮は,無刺激時の形態,貪食禎粒像等より,細網細胞とほ明確に区別される。
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 審査結果の要旨
 リノパ節の中に認められる諸種の細胞,すなわちリンパ球.形質細胞,細網細胞.洞内皮なら
 びに血管内皮などについては,それぞれの形態や機能面に諭ける異同,さらに互に移行する可能
 性の有無などについて,古くから興味をもたれ・議論の重ねられてきたところてある。そのさい・論
 議の中心をなしてきたものは細網細胞であり,特に電子顕微鏡の導入以来,新しい次元の論拠を
 生み,その知見に目醒ましい進歩をもたらしつつある。然しながら,超微形態については朱だ歴
 史の浅いためもあって・今日なお全貌,の明らかにされるには至っていない。
 ここに本研究の著者は、dd系マゆスの大腿部リンパ節を研究材料とし,まづ正常時の細胞,
 特に細網細胞の超微形態的特徴を明らかにし,所見にもとづいて6型に分類している。すなわち
 細網細胞の基本型として,①各種小器官の良好な発達,特に滑面小胞体によって特徴づけられ
 る型があるが,このほかに②特殊な形態の顆粒の多数出現をみる型,③線維成分と密接な関
 係にある型・④比較的小器官に乏しい型,⑤遊離RNP粒子とミトコンドリアの多数出現を
 もつて特徴づけられる型,〔6)寅食物を多(有する型の各型が分けられる。
 洞内皮については,従来その独立性を疑う学者もあったが,著者はその存在を確認し,これが
 細細細胞とは別種のものであることを明らかにしている。
 次に貧食機能に応じた形態の変化を把握するために,足嫌ペリカンインク水溶液を注射し,
 大腿リンパ節を検索している。その成果として,洞内皮がいわ砂るpy笠OCytosis.による貪
 食のみを行うのに対し,細網細胞においてはこれ以外に更に複雑な貪食機構によることを示唆す
 る所見をえている。すなわち細網細胞ては,すでに貪食の初期からcy・to6egre60me,或い
 はcytoly80meと称される顆粒中に墨粒子の侵入をみ・これが細網細胞と洞内皮とを区別す
 る一つの証拠ともなる。この貪食所見はPyユoc7七〇sisでは説明しがたいものであり,著者は
 従来しられている以外の魚食機構によるものと推定している。
 以上,本研究の成果として,リンパ節内細廟細胞の超微形態学的特歓を明確とし,かつ食食顆
 粒の形態から本細胞に独特の貪食機構を推定し,洞内皮との差異を明らかにしたことが大きなも
 のである。この論文は造血器細胞病理学の基礎に新知見を加えたものであり,したがって学位の
 価値あるものと認める。
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